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第 3問 

第４項が 30、初項から第８項までの和が 288 である等差数列を {𝑎𝑛} とし、

{𝑎𝑛} の初項から第８項までの和を 𝑆𝑛 とする。また、第２項が 36、初項から

第３項までの和が 156 である等比数列で公比が 1 より大きいものを {𝑏𝑛} 

とし、{𝑏𝑛} の初項から第 𝑛 項までの和を 𝑇𝑛 とする。 

 

(1) {𝑎𝑛} の初項と交差を求める。交差を 𝑑 とすると 

 

𝑎4 = 𝑎1 + 3𝑑,                     

𝑎1 + 𝑎2 + ⋯ + 𝑎8 =
8

2
{𝑎1 + (𝑎1 + 7𝑑)} = 4(2𝑎1 + 7𝑑) 

 

となる。上の条件から 𝑎1, 𝑑 を求めると 

 

{
      𝑎1 + 3𝑑 = 30

4(2𝑎1 + 7𝑑) = 288
⇒  {

 𝑎1 = −6  
𝑑 = 12

 

 

となる。以上より、{𝑎𝑛} の初項は −𝟔 交差は 𝟏𝟐 である。一般項は 𝑎𝑛 =

−6 + (𝑛 − 1) × 12 = 12 𝑛 − 18 となることから 

 

𝑆𝑛 =
𝑛

2
{−6 + (12 𝑛 − 18)} = 𝟔𝑛2 − 𝟏𝟐𝑛 

 

である。 

 

(2) {𝑏𝑛} の初項と交比を求める。交差を 𝑟 とすると 

 

𝑏2 = 𝑏1𝑟,                                      

𝑏1 + 𝑏2 + 𝑏3 = 𝑏1 + 𝑏1𝑟 + 𝑏1𝑟2 = 𝑏1(1 + 𝑟 + 𝑟2) 

 

となる。上の条件から 𝑏1, 𝑟 を求めると 

 



         {
                   𝑏1𝑟 = 36

𝑏1(1 + 𝑟 + 𝑟2) = 156
                                     

⇒ 36(1 + 𝑟 + 𝑟2) = 𝑏1𝑟(1 + 𝑟 + 𝑟2) = 156 𝑟 

⇒ 3𝑟2 − 10𝑟 + 3 = (3𝑟 − 1)(𝑟 − 3) = 0          

⇒ 𝑟 =
1

3
, 3                                                                  

 

公比は 3 より大きいことから 𝑟 = 3、よって 𝑏1 = 36/𝑟 = 12 となる。以上

より、{𝑏𝑛} の初項は 𝟏𝟐 交差は 𝟑 である。一般項は 𝑏𝑛 = 12 ⋅ 3𝑛−1 となる

ことから 

 

𝑇𝑛 = 12 ×
3𝑛 − 1

2
= 𝟔(𝟑𝑛 − 𝟏) 

 

である。 

 

(3) 数列 {𝑐𝑛} を次のように定義する。 

 

𝑐𝑛 = ∑(𝑛 − 𝑘 + 1)(𝑎𝑘 − 𝑏𝑘)

𝑛

𝑘=1

 

      = 𝑛(𝑎1 − 𝑏1) + (𝑛 − 1)(𝑎2 − 𝑏2) + ⋯ + 2(𝑎𝑛−1 − 𝑏𝑛−1) + (𝑎𝑛 − 𝑏𝑛) 

           (𝑛 = 1, 2, 3, ⋯ ) 

 

たとえば 

 

𝑐1 = 𝑎1 − 𝑏1, 𝑐2 = 2(𝑎1 − 𝑏1) + (𝑎2 − 𝑏2) 

𝑐3 = 3(𝑎1 − 𝑏1) + 2(𝑎2 − 𝑏2) + (𝑎3 − 𝑏3)         
 

である。数列 {𝑐𝑛} の一般項を求めよう。 

 

{𝑐𝑛} の階差数列を {𝑑𝑛} とする。𝑑𝑛 = 𝑐𝑛+1 − 𝑐𝑛 であるから、 

 

𝑐𝑛+1 = (𝑛 + 1)(𝑎1 − 𝑏1) +             𝑛(𝑎2 − 𝑏2) + ⋯ + 2(𝑎𝑛 − 𝑏𝑛) + (𝑎𝑛+1 − 𝑏𝑛+1) 

𝑐𝑛     =             𝑛(𝑎1 − 𝑏1) + (𝑛 − 1)(𝑎2 − 𝑏2) + ⋯ +    (𝑎𝑛 − 𝑏𝑛) 

 



⇒ 𝑐𝑛+1 − 𝑐𝑛 = (𝑎1 − 𝑏1) + (𝑎2 − 𝑏2) + ⋯ + (𝑎𝑛 − 𝑏𝑛) + (𝑎𝑛+1 − 𝑏𝑛+1)                 

           = (𝑎1 + 𝑎2 + ⋯ + 𝑎𝑛 + 𝑎𝑛+1) − (𝑏1 + 𝑏2 + ⋯ + 𝑏𝑛 + 𝑏𝑛+1) 

 

つまり 

 

𝑑𝑛 = 𝑺𝒏+𝟏 − 𝑻𝒏+𝟏 

 

を満たす。したがって、(1) と (2) により 

 

𝑑𝑛 = 6(𝑛 + 1)2 − 12(𝑛 + 1) − 6(3𝑛+1 − 1) 

= 6 𝑛2 − 6 ⋅ 3𝑛+1                                       

= 𝟔 𝑛2 − 𝟐 ⋅ 3𝑛+𝟐                                       
 

ここで、 

 

𝑐1 = 𝑎1 − 𝑏1 = −6 − 12 = −𝟏𝟖 

 

であるから、 

 

          𝑐𝑛 = 𝑐1 + ∑ 𝑑𝑘

𝑛−1

𝑘=1

 

               = −18 + ∑(6 𝑘2 − 2 ⋅ 3𝑘+𝟐)

𝑛−1

𝑘=1

 

               = −18 + 6 ∑ 𝑘2

𝑛−1

𝑘=1

− 2 ⋅ 33 ∑ 3𝑘−1

𝑛−1

𝑘=1

 

               = −18 + 𝑛(𝑛 − 1)(2𝑛 − 1) − 2 ⋅ 33 ⋅
3𝑛−1 − 1

2
 

               = 𝟐𝑛3 − 𝟑𝑛2 + 𝑛 + 𝟗 − 3𝑛+𝟐 

 

となる。 

 

 

 



第４問の正解 

アイ ウエ オ カキ クケ 

－6 12 6 12 12 

コ サ シ ス セ 

3 6 3 1 5 

ソ タ チ ツテト ナ 

6 3 2 －18 2 

ニ ヌ ネ 

3 9 2 

 

 


